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現
在
の
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
に
近
い
構
造
が
採
用
さ
れ

空
間
表
現
と
工
法
が
表
裏
一
体
の
関
係

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
指
定
説
明
書
に
は
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、

も
う
一
つ
、
日
本
に
と
っ
て
特
筆
す
べ
き
特
徴
が
こ
の
建
物
に
は
内
在
し

て
い
る
。
そ
れ
が
構
造
形
式
だ
。
解
体
修
理
後
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、「
建

物
の
基
本
的
な
構
造
は
、
現
在
の
２
×
４
工
法
と
近
い
壁
式
工
法
」
と
あ

る
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
の
枠
組
壁
工
法
と
は
異
な
り
、
角
材
も
使
用
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
柱
を
繋
ぐ
桁
は
ホ
ー
ル
部
分
が
約
１
１
５
×
30
㎜
、

東
・
西
教
室
部
分
約
１
５
０
×
30
㎜
、
小
屋
の
垂
木
は
約
１
５
０
×
30
㎜

と
い
っ
た
板
材
を
基
本
と
し
た
構
造
で
、
日
本
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
極

め
て
新
し
い
工
法
と
い
え
る
。
そ
の
採
用
の
理
由
は
、
施
主
で
あ
る
羽
仁

夫
妻
か
ら
の
条
件
が
短
工
期
で
、
予
算
も
限
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
報
告
書
に
は
興
味
深
い
記
述
が
あ

る
。
ラ
イ
ト
の
建
築
空
間
の
特
徴
と
し
て
「
空
間
を
連
続
さ
せ
て
一
体
構

造
と
す
る『
有
機
的
建
築
』」で
あ
り
、「
柱
と
梁
の
構
造
は
あ
ま
り
使
用
せ

ず
、
間
仕
切
壁
・
床
・
屋
根
を
一
体
と
す
る
構
造
を
用
い
て
い
た
」と
あ
る
。

解
釈
に
も
よ
る
が
、
こ
の
壁
式
工
法
こ
そ
、
ラ
イ
ト
の
標
榜
し
て
い
た
空

間
表
現
に
適
し
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
空
間
表
現
と
工

法
が
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
ラ
イ
ト
が
自
ら
の
建
築
表
現
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
壁
式
工
法
を
用
い
る
し
か
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
よ
う
だ
。

　

改
め
て
、
自
由
学
園
の
建
設
経
緯
を
見
る
と
、
１
９
２
１（
大
正
10
）年

３
月
に
起
工
し
、
中
央
棟
と
西
教
室
棟
が
大
正
11
年
に
完
成
し
た
。
そ
の

後
、
東
教
室
棟
は
１
９
２
５（
大
正
14
）年
に
、
１
９
２
７（
昭
和
２
）年
に

は
講
堂
が
続
い
て
完
成
し
て
い
る
。
ラ
イ
ト
は
、
１
９
２
２（
大
正
11
）年

７
月
、
建
物
の
完
成
を
見
ず
、
残
り
の
工
事
は
弟
子
の
遠
藤
に
委
ね
て
ア

メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
。
当
然
だ
が
、
遠
藤
は
ラ
イ
ト
の
建
築
空
間
を
実
現

す
べ
く
、
ラ
イ
ト
同
様
に
枠
組
壁
工
法
に
近
い
工
法
を
採
用
し
た
。

　

現
在
、
ラ
イ
ト
が
作
り
上
げ
た
建
築
は
、
今
で
も
そ
の
魅
力
を
失
わ
ず
、

人
々
を
魅
了
す
る
。
そ
の
空
間
の
誕
生
に
は
、
壁
式
工
法
の
果
た
し
た
役

割
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

現
代
建
築
の
巨
匠
Ｆ
・
Ｌ
・
ラ
イ
ト
が

日
本
に
残
し
た
貴
重
な
代
表
作

　

１
９
６
７（
昭
和
42
）年
に
ペ
ー
タ
ー
・
ブ
レ
イ
ク
の『
現
代
建
築
の
巨
匠

─
20
世
紀
の
空
間
を
創
造
し
た
人
び
と
』（
彰
国
社
）
が
出
版
さ
れ
た
。
そ

こ
に
は
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
、
そ

し
て
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
３
名
の
建
築
家
が
現
代
建
築
を
創

り
上
げ
た
巨
匠
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
事
績
と
と
も
に
建
築
思
想
と
代

表
建
築
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
だ
が
、
大
学
入
学
後

に
先
輩
か
ら
勧
め
ら
れ
た
一
冊
で
、
特
に
心
に
残
っ
た
の
が
ラ
イ
ト
だ
っ

た
。
日
本
に
複
数
の
作
品
を
残
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の

活
躍
し
て
い
た
時
代
が
１
９
１
０
年
代
か
ら
20
年
代
の
ま
さ
に
、
日
本
に

お
け
る
近
代
建
築
の
勃
興
期
だ
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
ラ
イ
ト
が
日
本

で
手
掛
け
た
代
表
作
品
で
あ
る
帝
国
ホ
テ
ル
は
す
で
に
取
り
壊
さ
れ
、
玄

関
ホ
ー
ル
の
一
部
が
愛
知
県
に
あ
る
明
治
村
に
移
築
保
存
さ
れ
て
い
る
だ

け
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
日
本
に
は
ほ
か
に
も
ラ
イ
ト
の
魅
力
的
な
作
品
が
現
存
し
て
い

た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
自
由
学
園
明
日
館
だ
。

　

１
９
９
７（
平
成
９
）
年
、
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
指
定
説
明
書
に
は
、

「
建
物
の
軒
高
を
低
く
押
さ
え
て
水
平
線
を
強
調
し
た
造
形
、
内
外
の
各

部
要
素
の
高
さ
を
変
え
た
変
化
を
持
た
せ
た
空
間
構
成
」、
そ
し
て
広
場

を
囲
い
込
む
よ
う
な
伝
統
的
な
寝
殿
造
風
の
建
物
配
置
に
特
徴
が
あ
り
、

そ
の
デ
ザ
イ
ン
は「
プ
レ
ー
リ
ー
ハ
ウ
ス
」と
呼
ば
れ
る
ラ
イ
ト
の
作
風
を

示
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
巨
匠
で
あ
る
ラ
イ
ト
が
生
み

出
し
た
個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
建
築
と

い
う
訳
だ
。

敷地の南側に建つ講堂。本館と調和するデザインで、
小屋組と１階の床梁には、板材によるツーバイフォー
構造が部分的に採用された。

自
由
学
園
明
日
館

竣
工
年
／
１
９
２
２（
大
正
11
）年
〜
１
９
２
５（
大
正
14
）年

　
　
　
　

※
講
堂
は
１
９
２
７（
昭
和
２
）年

所
在
地
／
東
京
都
豊
島
区

設
計
者
／
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
、
遠
藤 

新

ラ
イ
ト
の
手
掛
け
た
建
築
・
自
由
学
園

ラ
イ
ト
の
手
掛
け
た
建
築
・
自
由
学
園
明明み

ょ
う
に
ち
か
ん

み
ょ
う
に
ち
か
ん

日
館
日
館

  
第
一
回

第
一
回

内
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青
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神
奈
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大
学
工
学
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建
築
学
科
教
授
）

歴
史
的
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
物
を
訪
ね
て
──
明
治
～
昭
和
初
期

明
治
～
昭
和
初
期  

──    
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西教室棟の木構造

中央棟ホールの矩計詳細図

DATA

図版出典：『重要文化財 自由学園明日館保存修理工事報告書』平成14年２月
（編集・著作／（公財）文化財建造物保存技術協会、発行／自由学園）

2

−− 明治～昭和初期 明治～昭和初期 −−    

中央棟・西教室。明日館の工期は1921年〜1925年
だが、ライトが設計依頼された3 ヵ月後にはまだ荒
壁の残るこの教室で入学式が行われるほどの短期計
画であった。

①寝殿造のように中央棟を北に置き、広場をコの字型に囲い込む配置。軒高が低く水平線が強調されている。
②内部は床の高さを数段ずつ変えたスキップフロア構成。階段には大きなトップライトが設けられ、光が差し込む。
③前庭に面するホールの大きな連窓。ライトは高価なステンドグラスを使用する代わりに、木製の窓枠や桟を幾何
　学的に配することで工費を抑えた。
④外光を巧みに取り込み、幾何学的な装飾を用いて変化に富んだ内部空間が創出された食堂。


